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■ 研修のねらい 
進化論で有名なダーウィンは、将来に渡って生き延びる生物について述べている。それは最も強い

生物でなければ、最も知的な生物でもない。変化に柔軟に対応できるものが生き延びるのだ。 
経済の変化が読みにくい現在、時流に乗る為に必要な条件は「意識」と「行動」である。 
そこには固定観念を破った発想と観察力及び行動力が求められる。 

 
■ 研修の特徴・効果 
１．講義では、個人の意識・考え方・行動の重要性を説きながら、問題解決と解決策発想のプロセ

スを解説する。 
２．自己の外部環境・内部環境を分析し、方向付けをグループワークを通して体得する。 
３．日常の活動において、視点を変えた発想転換により改善提案する意識づけができる。 
 

■ 対象： 業種・役職に係わらず、問題意識を高め対応への意識改革が必要な方 
 
■ 講師： 発明プロデュース協会会長 木村勝己 
 

■研修プログラム ■ 
 
時間 項目 形式 概要 

9:00 

  

Ⅰ．オリエンテーション 

１．研修の目的、スケジュール 

説明  

Ⅱ．経済構造と消費構造の変化 

 １．日本の世界競争力の推移 

 ２．利益のでない経済構造 

 ３．人間の欲求と消費構造の変化 

 

Ⅲ．目標設定の重要性 

１． ビジョンや目標を明確に描く 

２． あるべき姿と現状分析 

３． 外部環境と内部環境の変化 

４． 組織の強みと弱み分析 

５． SWOT、ロジックツリー手法 

６． 固定観念を破る意識と行動 

７． 自ら現状を打ち破る行動 

講義 9:10 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８． 発想トレーニング（ミニ演習） 

 

演習 

Ⅱ．大きく変化している経済構造から、外部環

境の変化を読む。 

人間の欲求段階の変化と、消費行動の変化を

予測する。 

 

Ⅲ．人生の目的を問い、目標設定の重要性を

寓話をもとに理解する。 

問題とは何かを学び、問題認識から原因分析、

課題設定、解決行動へのプロセスを学ぶ。 

発想を妨げる常識や固定観念の形成につい

て、心理学の実験を紹介し、柔軟な発想を得る

ための観察や行動への意識づけを行う。 

 

パズルや簡単な発想法により、発想のポイントを

体感する。 

12:00 昼食   



13:00 

 

 

 

 

 

Ⅳ．本質を捉える重要性 

 １．マズローの人間の欲求 5段階 

 ２．大きな視点で本質を捉える意識 

 ３．問題の解決と夢の実現 

 ４．強い思いと行動のもたらす成果 

 

講義 経営状況が悪化した企業が、問題の奥にある

真因を捉えて新商品を開発し、見事世界トップ

の企業になった事例を紹介。逸話や脳の特性

を参考にしながら、本質を捉える意識と行動の

重要性を認識する。 

14:00 

  

  

  

 

 

 

  

Ⅴ．動機づけグループワーク 

 １．発散思考法、収束思考法の解説 

 ２．課題提示 

 ３．グループ討議 

 ４．グループ発表 

 ５．全体討議、総括 

 

 

演習 最初に、効果的な発想法・問題解決のフレーム

ワークを解説する。 

その後、提示された課題に対して、フレームワ

ークを活用してグループ討議する。 

グループ単位で討議内容をまとめ、全体で発表

する。発表内容をもとに、視点の多様性と分析

への情報量の重要性を討議する。 

16:30 

 

 

 

Ⅵ．21 世紀型の発想視点 

 １．新しいライフスタイルの提案 

 ２．人間の感性トレンドから行動を読む 

 ３．挑戦者としての行動力 

講義  

21 世紀は人間の感性が、多くの行動に影響が

あることを理解し、感性トレンドから判断する意

識付けを行う。 

17:00 終了   

 
 
 


